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大阪大学病理学教室に於ける白血病ならびにその類縁疾患69例，内急性骨髄性白血病 (AML) 17 , 
急性リンパ性白血病 (ALL) 10，慢性骨髄性白血病 (CML) 8 ，側白血芽細胞性白血病 (PL) 2 , 
慢性リンパ性白血病 (CLL) 4 ，単球性白血病 (MOL) 8 , リンパ肉腫 (LS) 8 ，細網肉腫 (RS)







互に差なくこれに次ぎ，髄質で最も低いo MOL は腎門及び葉間動脈部で最も高く， 弓状動脈及び、小




を認めない。白血病の種類の聞では症例による変動を超えて腎浸潤度の差がみられ LS 及び LL 例
に強く，次いで RS， AML で， CML には殆んどみられなかったD 尚血管内に白血病細胞の存在する
率は， AML, MOL に於て殊に高率で， LS に於ても少数認められた。③后腹膜リンパ節と腎浸潤と










5 才以下の ALL ならびに LS では腎浸潤度の強いものが極めて高率にみられ，又 ALL では年令の
低いもの程浸潤度の強い傾向がみられた口尚尿沈誼に白血球多数であった症例で組織学的にも尿細管
内に白血病細胞のみられた例が AML に 1 例ありその他病理組織的にのみ尿細管にみられたものに
AML 1 例， CML に 1 例あったD
〔総括〕
(1)腎の白血病浸潤は LS 及び ALL に最も高度で次いで CLL， MOL，更に AML に於て低いこと
が推計学的に確かめられ CML では浸潤は極めて軽度であった。腎の白血病浸潤は一般に腎円ならび
に腎孟に強く弓状動脈部，小葉間動脈部，糸球体周囲の順に減少し所謂浸潤傾斜を示す事も確かめら
れた口又浸潤は一般に髄質に於て最も低い。 (2) LS では后腹膜の塊状腫癌から疎性結合織を経て腎
孟血管周囲より更に実質内に入り糸球体周囲部淋巴間隙に連続性に浸潤するものと考える。白血病例
では不連続な血行性転移の他に数例ではリンパ行性の逆行性転移が認められた口 (3)年令的に ALL 及
び LS は 5 才以下の乳幼児に於ては腎浸潤が極めて高度のものが多く， ALL は若年者高度である。
(4)腎重量の各年令正常値に対する比と腎浸潤度とは必ずしも相関しない口
論文の審査の結果要旨
年来全身諸臓器に於ける白血病浸潤を組織統計学的方法を用いて客観的に観察し浸潤態度を考察し
来ったが今回著者は従来単なる叙述的観察のみに止められていた腎の白血病浸潤を組織構造の別に従
い所謂浸潤度を計測し客観的浸潤態度を追求し病型による浸潤特性を見出し且つ全身殊に後腹膜リン
パ節との関連を明らかにして浸潤形式乃至転移性格を検証した。
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